
L=約2km

つがる市

鰺ヶ沢町

鶴田町

青森市

浪岡IC

五所川原東IC

五所川原IC

五所川原北IC

(仮)浮田IC

五所川原市

津軽自動車道

L＝約38km

青森JCT

青森IC

深浦町
板柳町

鰺ヶ沢IC

L=12.3km

柏浮田道路

対象区間
鰺ヶ沢道路 五所川原西

バイパス
浪岡五所川原

道路

L=3.8㎞
H26.11

全線開通

L=15.7km
H19.12

全線開通

L=3.7㎞
H28.7

一部開通

あじがさわ ごしょがわらにし なみおかごしょがわら

つがる

つがる柏IC

南浮田IC

浪岡IC～
国道７号

つ
が
る
市
柏
稲
盛

つ
が
る
市
木
造
越
水

か
し
わ
い
せ

き
づ
く
り
こ
し
み
ず

図２ 事業位置図
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図１ 広域図

・発生頻度の高い地吹雪や積雪による交通機能低下などの課題が多い当地域において、信頼性の高いネットワークを構築
・西津軽地域と主要な交通拠点を結ぶ高速道路網を確保し、観光振興・地域産業の活性化を支援
・高次救急医療施設への搬送時間の短縮・より安定した搬送の実現により、救急医療活動を支援

・西津軽地域は白神山地や十二湖などの観光資源を有しているが、近年、観光入込客数は減少傾向。
・青森県は周遊観光に向け津軽自動車道を主軸とした津軽半島周遊道路ネットワークを策定しており、
観光振興を支援する道路ネットワークが必要。【図6】

・青森県はマグロ漁獲量全国１位で、西津軽地域などが県内の約３割を占めている。マグロを含む水産
物を青森市方面へ輸送しており、国道101号の渋滞･事故による輸送時間の遅れなど速達性が課題。
【図7】
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・起 終 点：青森県つがる市柏稲盛

～青森県つがる市木造越水
・延 長 等：１２．３ｋｍ
（第1種第3級、2車線、設計速度80km/h）
・全体事業費：約３８０億円
・計画交通量：約９，５００台／日

１．事業概要
かしわ いせ

きづくりこしみず

①冬期降雪時における交通機能の低下

一般国道１０１号（津軽自動車道）柏浮田道路に係る新規事業採択時評価

乗用車 小型貨物 普通貨物

約7,300台/日 約1,300台/日 約900台/日

２．課題

②観光振興・地域産業活性化に寄与する高速道路ネットワークが不足

図３ 東北地方の吹雪発生日数

資料：気象庁 H24～H28気象データより
吹雪の発生条件となる日数を抽出

至 五所川原

至 鰺ヶ沢 平成27年2月9日

凡 例

供用中区間

事業中区間

未事業化区間

対象区間

視程障害による
立ち往生が発生

図１０ 津軽半島周遊道路ネットワーク

出典：津軽半島周遊道路ネットワーク
（平成29年2月青森県策定）
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図６ 高規格道路の整備状況と観光入込客数の変化

・国道101号は、東北の日本海側の中でも吹雪の発生頻度が高い区間であり、冬期は旅行速度の低
下が著しく、特に吹雪発生時は20km/h台まで低下 。【図3,4】

・冬期交通環境の悪化により地域住民や企業は、通勤・通学時間の遅れや製造品等の輸送が困難
になるなど、日常生活や経済活動などに支障をきたしている。 【図5】

図７ クロマグロの漁獲量シェア

資料：海面漁業生産統計(H27)
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■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

注）上段の値は浪岡ＩＣ～鰺ヶ沢ICを対象とした場合、（ ）書きの値は事業化区間を対象とした場合の費用便益分析結果

※１： EIRR：経済的内部収益率 ※２：基準年（H29年）における現在価値記載（現在価値算出のための社会的割引率：４％）

B/C EIRR※1 総費用 総便益

1.2
（1.2）

5.4％
（4.9%）

309億円※2

（302億円※2）
382億円※2

（349億円※2）

■道路ネットワークの防災機能評価結果

改善ペア数
脆弱度（防災機能ﾗﾝｸ） 累積脆弱度

の変化量
改善度

評価
整備前 整備後 通常時 災害時

6

（4）

0.88
［Ｃ］

(1.00)
［Ｄ］

0.18
［Ｂ］

(0.02)
［Ｂ］

▲91.09

（▲87.31）

0.07

（0.08）

0.72

（1.00）
◎

注）上段の値は浪岡ＩＣ～鰺ヶ沢ICを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果 図１１ 整備後の防災機能ランク
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資料：交通量調査結果

・地吹雪がこわいので
天候が悪い時は、買い
物に⾏けない。

・五所川原から鰺ヶ沢
へ、魚等の食材を求め
て⾏くが、天気の良い
⽇を選んで⾏く。

・年に何回か吹雪で⾛⾏
が出来ない日もある。

（住⺠アンケート）

地域住⺠の声

③高次救急医療へのアクセス性

図８ 青森県立中央病院からの60分圏の変化

・西津軽地域周辺は第三次救急医

療施設がなく、重篤患者は青森市

内や弘前市内へ搬送しているが、

県内でも搬送時間を要している。

・冬期には交通環境の悪化により更

に時間を要し、救急搬送における

速達性確保が課題。 【図8】

効果２ 主要な交通拠点からのアクセス向上で
周遊観光を支援、地域産業を活性化 [◎]

効果３ 救急搬送の速達性の向上 [◎]
・搬送時間の短縮により救急医療を支援

あじがさわ

■鰺ヶ沢町から県立中央病院（青森市）の所要時間

[通常期] 現況 約62分 → 整備後 約55分（約 7分短縮）

[冬 期] 現況 約72分 → 整備後 約60分（約12分短縮）

※鰺ヶ沢道路の時間短縮を含む

３．整備効果
効果１ 冬期交通環境の改善 [◎]

・高盛土と防雪柵の連続設置や主風向に

対応可能な別線が整備されることにより、

地吹雪による視程障害の減少に期待。 【図9】

・最大の交通拠点である青森市方面からの周遊観光の広

域化が見込まれ、西津軽地域の観光振興を支援。【図10】

・津軽自動車道の整備により速度向上や事故率低減など、

交通環境の改善・輸送効率向上により、地域の産業振興

に貢献。
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図４ 冬期の交通状況 図５ 交通量の変化
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資料３
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一般国道１０１号（津軽自動車道）柏浮田道路に係る新規事業採択時評価

標準断面図 （単位：ｍ）
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